
□ 表彰式

□ あいさつ

　式典終了後、堀井啓一秋田県副知事が功績団体表彰受賞者と作品コンクール受賞者へ賞状の授与
を行いました。

　本日は、県内外からこのように多くの方々が式典行事に御参加をいただ
きまして、誠にありがとうございます。
　ただいま、功績団体及び作品コンクールの表彰をさせていただきまし
た。受賞されました皆様、本当におめでとうございます。
　皆様方の日頃の活動に対しまして、改めて敬意を表しますとともに、心
からお祝いを申し上げます。
　さて、式典行事も終盤となりましたが、午後からは、秋田市内の秋田港飯島地区におきまして、海上歓迎・放流
行事を開催することにしております。
　また、「道の駅あきた港」などでは、ステージイベントや物産販売を通じて本県の水産物の魅力を紹介すると
ともに、海上歓迎・放流行事の模様をスクリーンで紹介をいたします。
　皆様方におかれましては、引き続きお楽しみいただければと思います。
　結びに、本大会の開催にあたりまして、お力添え、御尽力を賜りました関係者の皆様に心から厚くお礼を申し
上げ、私からのあいさつといたします。皆様、本日は誠にありがとうございました。

秋田県副知事　堀井　啓一
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□ 大会決議

　我が国は四方を海に囲まれ、人々は古来より海と親しみ、豊かな海の恵
みを享受してきた。
　ここ秋田県は、世界自然遺産の白神山地など雄大な山々を有し、そこか
ら流れ出る清冽な水がやがて日本海へと注ぎ、米どころ秋田を支える肥沃
な大地を形成し、豊かな歴史と食文化を培い、地域産業の発展に重要な役割を担ってきた。
　我々水産関係者には、水産資源を守り育てつつ、安全で美味しい水産食料を安定的に食卓へ提供し、併せて環
境・生態系保全の取組により、豊かな海を永続的に育む責務がある。
　新たな令和の時代を迎え、ここ秋田県において、「海づくり つながる未来 豊かな地域」をテーマに、豊饒の海
を次世代に引き継ぎ、水産業の振興に向けた取組を一層力強く進めていくことをここに決議する。

豊かな海づくり大会推進委員会会長
全国漁業協同組合連合会 代表理事会長　岸　宏

□ 大会旗引継

　佐竹敬久秋田県知事から次期開催県の村井嘉浩宮城県知事に大会旗を
引き継ぎました。

□ 次期開催県あいさつ

　本日、天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、「天皇陛下御即位記念 第39回
全国豊かな海づくり大会・あきた大会」が、このように盛大に開催されまし
たことを、心からお喜び申し上げます。
　来年の大会は、宮城県での開催となります。宮城の海には、季節毎に行き
交う黒潮・親潮の豊穣な恵みを受けた世界有数の三陸沖漁場が広がり、気
仙沼の鰹、石巻の鯖、塩竈の鮪、そして沿岸の牡蠣やホヤ、海苔の生産などにより、全国屈指の水産県として発展
してまいりました。
　しかし、あの日、平成23年3月11日に発生した東日本大震災により、宮城の誇る水産業は壊滅的な被害を受
け、復活に向けた僅かな希望さえ見つけ難い状況となりました。
　あれから8年。全国の皆様から頂いた温かい御支援のもと、かつての豊かな海が蘇りつつあります。
　来年は我が県の復興計画の最終年となります。この節目の年に開催される大会を通し、復興を果たした宮城
の海を皆様に見て頂き、数々の御支援に心からの感謝を伝えたいと考えています。そして、豊かな海を、輝く未
来に向け、守り続けていく決意をお示ししたいと思っています。
　来年は是非、宮城にお越しください。県民一同、心から皆様のお越しをお待ちしております。
　結びに、天皇皇后両陛下の弥栄を心からお祈り申し上げまして、挨拶とさせていただきます。

宮城県知事　村井　嘉浩

□ 閉会のことば

加藤鉱一秋田県議会議長の「閉会のことば」で式典を終了しました。

秋田県議会議長　加藤　鉱一
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□ おもてなしコーナー

　式典行事会場のおもてなしコーナーにおいて招待者等
に、秋田県立男鹿海洋高等学校で製造した「かまぼこ」
や、本県オリジナルの「あめこうじ」を活用した甘酒、白神
山水、秋田の伝統食の「いぶりがっこ」や「ぎばさ」、「もろこ
し」を提供し、おもてなしをしました。また、展示ブースで
は、大会で使用した伝統工芸品の展示や木材加工技術の
紹介等を行いました。

□ 受付・昼食会場
　式典行事終了後、昼食会場の秋田県立スケート場では、アトラク
ションとして、国の重要無形文化財で、東北三大祭りの一つである
「秋田竿燈まつり」の演技をご覧いただきました。また、竿燈を体感で
きるふれあい竿燈を行いました。

式典行事

募金活動
　公益財団法人漁船海難遺児育英会による募金活動が、
あきた海洋少年団の御協力のもと実施され、来場された
多くの皆様から総額408,014円の温かい御支援をいた
だきました。

◎フィナーレ

◎郷土芸能

□ エピローグ

【港ばやし】港ばやし保存会
【秋田民謡】秋田県民謡協会、高橋キヌ子社中
　秋田の海にかかわる伝統的な演目として、ユネスコ無形文化遺産、土崎神明社祭の曳山行事で山
車の上で演奏される「港ばやし」、秋田の海を歌った民謡「秋田船方節」、「本荘追分」、秋田市土崎
出身の劇作家・金子洋文が作詞・作曲した新民謡「秋田港の唄」と手踊りが披露された。

　秋田を代表する魚「ハタハタ」を題材にした「秋田ハタハタロック＆サンバ」。会場全体で秋田の心
意気を表現し、大いに盛り上がり、幕が閉じられた。
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